
 

２月末日まで カトＣ.. 

苦
難
は
忍
耐
を
、
忍
耐
は
練
達
を
、 

練
達
は
希
望
を
生
む
。
希
望
は 

欺
く
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 

（
ロ
マ
書
５
・
４-

５
） 

今月のみことば 
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第11号 

平成26年 

1月23日 

 短大クリスマス静修会 

 短大全体として第２回目となるクリスマ

ス静修会が下記の様、行われた。 

12月18日(水) 14:40~16:05 J-301 

テ ー マ：「クリスマスって何だろう」 

司式司祭：小高毅神父様(カトリック長野教会) 

参 加 者：短大１年生、教職員 

賛助出演：ハンドベル(山崎先生卒研セミナー) 

     合唱   (音楽Ⅲ履修学生) 

奉納：幼教：どんな保育者をめざすか書かれ  

たクリスマスツリーのタペストリー 

   国際：校章 

 以上短い準備期間であったがカトリック学

校として、建学の精神を担う象徴的行事とし

て行うことが出来た。 

 

清
泉
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い 

 

２
０
１
３
年
１
２
月
１
４
日
、
長
野
市
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー

ル
で
、
「清
泉
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
」
が
催
さ
れ

た
。
本
年
は
、
長
野
清
泉
女
学
院
中
学
・高
等
学
校
に

よ
っ
て
、
第
一
部
演
劇
部
・音
楽
部
公
演
「泉
は
涸
れ

ず
」、
第
二
部
ク
リ
ス
マ
ス
・ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。 

第
一
部
の
公
演
「泉
は
涸
れ
ず
」は
、
本
学
設
立
母
体

で
あ
る
聖
心
侍
女
修
道
会
シ
ス
タ
ー
方
の
太
平
洋
戦
争

下
、
疎
開
地
長
野
県
野
沢
で
の
ご
苦
労
を
偲
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
生
徒
さ
ん
達
が
生
き
生
き
と
、
シ
ス
タ
ー
方
の

厚
い
信
仰
と
、
戦
時
下
で
あ
り
な

が
ら
シ
ス
タ
ー
方
を
支
え
た
野
沢

の
人
々
の
思
い
を
伝
え
、
観
客
に

感
動
を
も
た
ら
し
た
。 

 

第
二
部
は
、
東
京
・上
野
毛
教

会
、
古
川
利
雅
師
司
式
に
よ
る
ミ

サ
聖
祭
が
挙
行
さ
れ
、
清
泉
フ
ァ

ミ
リ
ー
全
員
が
主
の
ご
降
誕
の
喜

び
に
満
た
さ
れ
た
。 

カ
ト
リ
ッ
ク
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
香
気
が
伝
わ
る
数
時

間
で
あ
っ
た
。
生
徒
さ
ん
達
の
真
剣
さ
と
同
時
に
、
指
導

に
あ
た
ら
れ
た
先
生
方
の
熱
意
も
感
じ
深
い
充
足
感
を

も
っ
て
ホ
ー
ル
を
後
に
し
た
。 

 

三
つ
の
ク
リ
ス
マ
ス
行
事 

 

清
泉
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
に
つ
い
て
は
、
は
じ

め
て
参
加
さ
れ
た
酒
井
宗
代
先
生
に
、
短
大
の
静
修
会

に
つ
い
て
は
小
林
房
子
先
生
に
、
大
学
に
つ
い
て
は
田
村

亮
子
先
生
に
、
報
告
・感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当日のミサの中で、本学の大学生・短大生は、弱い立場にある人々のお

役に立てるようにと、清泉祭の模擬店の収益金の一部を、「ラファエラ

東チモール基金」（聖心侍女修道会）と「チャイルドライン長野」（子

どもの電話相談）に贈るという奉納を行った。 

 
 

 

大
学
ク
リ
ス
マ
ス
静
修
会 

 

本
来
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
意
味
を
、
行
事
を
通

じ
て
理
解
し
、
味
わ
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

今
年
は
、
降
誕
に
関
す
る
泰
西
名
画
の
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
と
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
の
名
曲
を

バ
ッ
ク
に
し
た
聖
書
朗
読
に
始
ま
り
、
「
『
き

よ
し
こ
の
夜
』
誕
生
物
語
」
「
賢
者
の
贈
り

物
」
の
朗
読
劇
と
、
「
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
っ
て

本
当
に
い
る
の
」
の
朗
読
、
キ
ャ
ン
ド

ル
サ
ー
ビ
ス
の
厳
か
な
前
半
に
続
い

て
、
教
員
扮
す
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

登
場
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
布
、
サ
ン
ク

ロ
ー
ス
を
め
ぐ
る
ク
イ
ズ
な
ど
に
会
場

は
沸
い
た
。 

故
シ
ス
タ
ー
藤
森
さ
と
を
偲
ぶ 

追
悼
ミ
サ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

前
回
の
予
告
ど
お
り
、
本
学

な
ら
び
に
中
高
、
そ
れ
に
そ
れ

ぞ
れ
の
同
窓
会
、
愛
泉
会
と
さ

ゆ
り
会
の
共
催
に
よ
り
、
暮
も

押
し
迫
っ
た
１
２
月
２
６

日
の
午
後
、
本
学
を
会

場
に
、
追
悼
ミ
サ
と
偲

ぶ
会
か
ら
成
る
お
別
れ

会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

女
専
初
期
の
卒
業
生

や
、
遠
く
は
岡
山
か
ら
、

ま
た
、
今
は
東
京
に
住

む
旧
教
職
員
方
が
馳
せ

参
じ
て
く
だ
さ
り
、
１
５
０
人

以
上
の
参
加
者
が
旧
交
を
温

め
ま
し
た
。
「共
々
に
」を
口
癖

に
し
て
い
ら
し
た
シ
ス
タ
ー
藤

森
も
き
っ
と
喜
ん
で
く
だ
さ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。 


